
 

科目名 開講時期 必修・選択 科目区分 単位（時間） 科目責任者 

疾病・治療各論Ⅱ ２年次 前期 必修 講義 ２単位（３０時間） 小林 伸子 ※ 

授 業 概 要 

疾病診断のための検査や治療について学び、それらが人体や人の生活にどのような影響があるかを解説する。 

この内容は、健康障害がある対象への看護実践の上でも、疾病予防や健康増進の上でも重要な基礎となる。 

到 達 目 標 

１．呼吸器・消化器・腎泌尿器・女性生殖器の代表的な疾患の検査・診断・治療法と影響について説明する。 

実務経験のある教員 

小林 伸子：看護師としての実務経験をふまえて形態機能ごとの代表的な疾患と治療について教授する。 

回 学 習 内 容 担当教員 

1-5 

 

 

 

 

6-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-13 

 

 

 

14-15 

１．「息をする」機能の障害  

    1)代表的な呼吸器疾患の検査と診断・治療・処置 

    肺炎/肺結核 

       気管支喘息/気管支拡張症/肺線維症/肺気腫 

       肺腫瘍  気胸 

２．「食べる」機能の障害  

    2) 代表的な消化器疾患の検査と診断・治療・処置 

       食道の疾患（食道癌/胃食道逆流症/食道・胃静脈瘤） 

胃・十二指腸の疾患 

(H.pylori感染症/慢性胃炎/胃・十二指腸潰瘍/胃癌） 

       小腸・大腸の疾患(クローン病/潰瘍性大腸炎/イレウス/急性虫垂炎 

   腹膜炎/過敏性腸症候群/大腸癌) 

   ・肝臓の疾患（肝炎/肝硬変/門脈圧亢進症/肝癌） 

   ・胆道・膵臓の疾患（胆石症/胆道感染症/胆道癌/膵炎/膵癌） 

３．尿を排泄する機能の障害  

1)代表的な腎・泌尿器系疾患の検査と診断・治療・処置 

  急性腎炎/慢性腎炎  ネフローゼ  腎不全 

膀胱腫瘍/尿管結石 

４．「子供を産む」機能の障害  

1)代表的な女性生殖器系疾患の検査と診断・治療・処置 

乳癌  卵巣癌  子宮癌/子宮筋腫  性感染症  前立腺癌 

小林 伸子 ※ 

学 習 方 法 

 課題学習 講義 グループワーク  

評 価 方 法 

 科目修了試験 

先 修 科 目 

 なし 

教科書、参考書 

〔教科書〕 

系統看護学講座  専門分野Ⅱ 成人看護学［2］ 呼吸器       浅野浩一郎 他著 医学書院 

 系統看護学講座  専門分野Ⅱ 成人看護学［5］  消化器      南川雅子 他著  医学書院 

 系統看護学講座  専門分野Ⅱ 成人看護学［8］  腎・泌尿器    今井亜矢子 他著 医学書院 

 系統看護学講座  専門分野Ⅱ 成人看護学［9］  女性生殖器    末岡 浩 他著  医学書院 


